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2．ペトロタックの特徴
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図１　ペトロタックの構造

グレード

軟化点 ［℃］
ガードナー色相
臭素価 ［Br2 g／ 100g］
分子量Mn a）

分子量Mw a）

C5 比率 ［％］b）

溶解度パラメータ c）

主用途
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8.2

粘着テープ
接着剤
撥水剤

70

70
7
45
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1,300
50
8.4

エマルジョン
接着剤
撥水剤

90HM

87
7
45
1,000
3,500
70
8.1

粘着テープ
ゴム配合剤

90V

87
7
45
1,100
3,400
70
8.1

粘着テープ
ゴム配合剤

90
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6
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1,600
30
8.8

粘着テープ
ゴム配合剤
接着剤

100V
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7
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60
8.3

粘着テープ
ゴム配合剤

120V

120
7
40
1,300
3,200
40
8.6

ゴム配合剤
インキ
接着剤

130V

130
8
35
1,300
3,200
30
8.8

ゴム配合剤
インキ
接着剤

a） GPC 法、b） 1H－NMR法、c） Small の式

表１　ペトロタックの物性と用途
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3．ペトロタックの用途

［1］シリカ配合タイヤ用途
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ウェットグリップ 転がり抵抗

路面の凹凸による微少振動
（104～106Hz）

接地面での圧縮変形
（10～102Hz）

0℃のtanδが指標 60℃tanδが指標

図２　タイヤ性能の周波数帯と温度の関係
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図３　損失正接tanδの温度依存性
　　　（引張モード，周波数50Hz）

未加硫物性 b）

　ムーニー粘度　ML（1＋4）100℃
　　　　　　　　Vm
　スコーチタイム　t5
　キュラストタイム　T190
加硫物性 c）

　引張強度　TB
　引張応力　M100
　　　　　　M300
　伸び　EB
　硬度
　引裂強さ　TR
　反発弾性 R
　圧縮永久歪み（70℃、22h）
　摩耗容積 Ab
粘弾性 d）

　0℃　E’
　60℃　E’
　0℃　tanδ
　60℃　tanδ

a）配合［重量部］：SBR／イソプレンゴム／石油樹脂／シリカ／シランカップリング剤／ステアリン酸／老化防止剤／酸化亜鉛
　　　　　　　　　／加硫促進剤／硫黄＝80 ／ 20 ／ 10 ／ 45 ／ 3.6 ／ 2 ／ 1 ／ 3 ／ 2.7 ／ 1.5
b）混練；150℃×5分、バンバリー・ロール、　c）加硫；150℃×30 分、プレス、　d）周波数 50Hz、初期伸長 2％、動的歪み 1％
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表２　シリカ配合タイヤ用途のペトロタック評価結果 a）
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ペトロタックグレード 　 90V 90HM

G5 比率
タック
粘着力

保持力／ 50℃
臭気（揮発分量）b）

a）配合［重量比］；SIS ／石油樹脂／ナフテンオイル＝
　　40 ／ 40 ／ 20
b）ヘッドスペースガスクロマトグラフにより測定

［％］
ボールNo.

［N／ 25mm］
［分］
［ppm］

70
6
11
90
500

70
6
11
90
600

表３　粘着テープ配合 a）でのペトロタック 90V、90HM
評価結果　　　　　　　　　　　　 　　  
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図４　SIS／ペトロタックの貯蔵弾性率G’，損失正接tanδの温度依存性（せん断モード，周波数10Hz）

ペトロタック90V

ペトロタック90HM

2 3 4 5
log  Mw

図５　ペトロタックの分子量分布（GPC）
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図６　SIS／ペトロタックの貯蔵弾性率G’，損失正接tanδの温度依存性（せん断モード，周波数10Hz）
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図７　SIS／ペトロタックの貯蔵弾性率G’，損失正接tanδの温度依存性（せん断モード，周波数10Hz）
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